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＜連絡事項＞
・患者様の汚染衣類の判別に誤りが多い状況。今後は業者洗濯（南病棟リネン置き場）に出す前に、Wチェックをしていく。

・家族洗濯の汚染衣類を手渡す前に、必ず中身を確認してお渡しすること。

＜入室状況＞
【転入】
・小嶋　ツ子様～西B　30号室から東D 18号室へ転入となる。
【ユニット移動】
・金田　由紀様：東B 1号室⇒東D 19号室へ（減免）
・川村　貞子様：東B 1号室⇒東D 20号室へ（減免）
・西舘　ミネ様：東C 6号室⇒東B 1号室へ

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～父様より架電あり、5/31（土）13時頃入院費用の支払いと荷物を受け取りに来ら
れるとのこと。車椅子等形がある物に関しては受け取るが、消耗品に関しては当
院にて処分して欲しいとのことであった。
[bookmark: _GoBack]
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。奇声、病室内での壁蹴りあるが入浴時の不穏さもなく経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。滅裂言動は持続していいるものの、不穏・興奮、他者への粗暴性なく経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。不安の訴えはあるが、危険行動なく経過。
引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr.診察＞
・金田　由記様～診察にて現在生理中であることを報告されている。ご飯が多いと話されているが、便秘も解消されて体調はよいとのこと。入院時から2㎏減量出来ていることもあり、このまま継続できるよう指示より説明あり。また今後ホルモンの採血を実施し、データに問題が無ければ、西病棟への転出許可がある。

・滝田　英人様～診察にて「腰が痛い、胸が苦しいのはないが呼吸苦は分からない、背中が苦しいのは無かったと思う」との発言あり。採血の結果にて明日朝からの定期薬バルプロ酸ナトリウムSR錠（100）1T除剤の指示あり、6/3まで除剤している。精神症状の変動に注意して観察するよう指示あり。

・和田　昌様～診察にて排便困難感を訴えている。明日朝からモビコール配合内用剤ＨＤ 1 包 1
日1回　朝食後　7日分処方の指示あり。

・長浜　厚子様～診察にて体重コントロール不良であることを指摘されている。9月に娘様の出産
も控えていることから8月中の退院を目指していく。体重増加（目標体重35㎏以上）に向けて本日から管理栄養士と相談し10時、15時で補食のゼリーを追加するよう指示あり。また嚥下機能の低下が著しいことから、食前にパタカラ体操等、嚥下訓練をしてから食事を摂取して頂くよう説明を受け、了承されている。
※前院でポーチに袋をつけて嘔吐していた経緯あり、食後の様子をしっかり観察していくように。

・磯島　茜様～診察にて「元気です。生理はまだきてない」との発言あり。夜間の熟眠感がないとの訴えあり、不穏時の頓服薬を追加で服用してもよいことの説明を受けて了承されている。本日から就床前薬リスパダールOD錠0.51T処方の指示あり。また口唇の乾燥が目立ち、ビタミン剤継続処方、ワセリン処方、塗布の指示あり。
服薬カレンダーに関しては計画相談がアマゾンで発注したとのことで、服薬カレンダーが届き次第、服薬自己管理を実施していく予定。

・長浜　厚子様～主治医指示の補食に関して栄養課に確認している。1人あたりの食費料が決められていることから食事の提供としての補食対応には限界がある状況。よって業者に確認し、自費にはなるが個人発注の形（1個133円）であれば対応が可能となる可能性があるとの情報あり。本人からも同意があることから業者から折返しがき次第、購入を進めていくこととする。

・川村　貞子様～前回4/30にエビリファイ（400）1キット右肩に実施している。本日で4週後となるため主治医に確認。減薬を検討していることから、明日診察をして指示をするとのことであった。

＜深澤Dr.診察＞
・大平　香奈～退院支援を進めるように指示あり。家族は施設への入所希望あり、PSWに情報提供し、相談員と施設探しを進めるように促している。また、施設が決まり次第、外泊訓練を進めるように指示あり。

・岩木　君江様～南病棟に転出可の指示あり。

他の患者様に処方・指示内容に変更なし。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年5月28日　10：10
  氏　　名：山本　幸江（やまもと　さちえ）様
　生年月日：昭和22年8月13日(77歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
＜経過＞
福岡県にて同胞4名第4子次女として出生。地元の小中高校卒業後、衣料関係の仕事に就くも半年
程で職場を転々としていた。20代の頃、姉が八戸市の衣料店で働いていたことからご本人も同じ職
場で働くようになり、24歳で夫と結婚。その後は主婦として過ごし、編物をして過ごすことを
好んでいた。昭和57年頃より借金をするようになり、昭和60年12月より不眠となり、自室内を
徘徊する、買い物時に支払い方法が分からなくなる等の様子が見られていた。昭和61年5月26日
自室内で蹲り「隣の人が悪口を言っている」と話し、落ち着かない様子から同年5月27日八戸赤
十字病院精神科を受診し、統合失調症診断にて治療を開始している。その後認知症治療継続と施設
入所に向けた環境調整目的にて当院に紹介があり、平成31年3月27日当院初診・同日医療保護入
院となり、当院に2回の入院歴あり。
退院後は有料老人ホームみんなの家かりん、その後有料白山台に入所していたが、施設内で他の利用者に過干渉が続き強制退所となっている。当院の外来にて治療をしながら5月24日からは自宅にて療養されていたが、ご本人が娘から暴力を受けているとの被害的言動、その他トラブル
は絶えず見守りが困難であることから本日外来診察にて娘様より入院希望が聞かれている。診察の
中でご本人に入院加療について説明をしているが、強い拒否を示されたことから、上記症状改善目
的にて娘様の同意の下、令和7年5月28日10：10東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

＜入院患者様情報②＞
氏　　名：斎藤　恵里子（さいとう　えりこ）様
　生年月日：昭和29年4月2日(71歳)
　病　　名：妄想性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
＜経過＞
現在夫様と2人暮らし。令和1年8月頃より、苛々感、不安感、落ち着きのなさ、記憶力や判断力の低下、気分の落ち込み、意欲の低下が出現。穏やかな性格であったが、苛々感や不安感が増すと大きな声を出したり、落ち着かず手を絶えず動かしてしまうことがあった。じっと座っていることが出来ないことから、鑑別診断と専門治療を希望され、令和1年10月2日当院初診、薬物療法開始となり当院への定期通院を行っていた。
今回ご本人の見守り、生活援助をしていた夫様が令和7年6月に入院・手術予定（坐骨神経痛）となったことから、令和7年5月28日11：58夫様の同意にて東病棟Ｂユニットへ医療保護入院とな
ている。
																							
